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　令和８年第１回稲敷市議会定例会が２月24日（火）から３月23日（月）までの28日間にわた
り開かれました。
　本定例会では、議案等が40件（専決処分の承認２件、条例の制定・改正15件、令和７年度各会
計補正予算６件、令和８年度各会計当初予算11件、令和８年度一般会計補正予算１件、市道路線の
認定・変更２件、稲敷市過疎地域持続的発展計画の変更１件、副市長の選任１件、請願１件）が審議
されました。
　議会の審議経過及び議決の結果については次のとおりです。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
２月 24 日（火） ・開会

・議案等 37 件が上程され、市長より提案理由説明を受ける。
・請願第１号（公共交通に関する請願）を産業建設常任委員会へ付託する。
・「予算審査特別委員会」が設置される。

（25 日　議案調査のため休会）
２月 26 日（木） ・議員６名による市政一般に関する通告質問を行う。
２月 27 日（金） ・議員４名による市政一般に関する通告質問を行う。

・議案第 28 号の撤回を承認し、修正された議案第 42 号が上程され、
　市長より提案理由説明を受ける。
・各常任委員会及び予算審査特別委員会へ議案 37 件を付託する。

３月　２日（月） ・総務教育常任委員会及び予算審査分科会審査
３月　３日（火） ・総務教育常任委員会及び予算審査分科会審査

（４日　常任委員会及び予算審査分科会予備日のため休会）
３月　５日（木） ・産業建設常任委員会及び予算審査分科会審査
３月　６日（金） ・産業建設常任委員会及び予算審査分科会審査
３月　９日（月） ・市民福祉常任委員会及び予算審査分科会審査
３月 10 日（火） ・総務教育常任委員会及び予算審査分科会審査
３月 11 日（水） ・市民福祉常任委員会及び予算審査分科会審査

（12 日　議事整理のため休会）
（13 日　議事整理のため休会）

３月 16 日（月） ・予算審査特別委員会（全体審査）
３月 17 日（火） ・予算審査特別委員会（全体審査）

（18 日　議事整理のため休会）
（19 日　議事整理のため休会）

３月 23 日（月） ・総務教育常任委員会審査
・議案第 15 号（学校給食センター条例の一部改正）を継続審査とする。
・各常任委員長及び予算審査特別委員長から付託議案について
　審査報告を受け、議案 38 件の討論、採決を行う。
・追加議案２件が上程され、市長の提案理由説明を受け、質疑、討論、採決を行う。
　※うち１件は人事案件のため採決のみ
・閉会

令和８年第１回令和８年第１回  稲敷市議会定例稲敷市議会定例会会



3 稲敷市議会だより　第84号

議案等番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果
（賛成：反対）

議案第５号
専決処分の承認を求めることについ
て（令和７年度稲敷市一般会計補正
予算（第 12 号））

既定の予算額に 2,804 万３千円（衆議
院議員総選挙に係る経費）を増額する
もの

総務教育 承認
（17：0）

議案第６号
専決処分の承認を求めることについ
て（和解及び損害賠償の額を定める
ことについて）

東支所駐車場における車両接触事故の
和解及び損害賠償額を６万 5,461 円と
定めるもの

総務教育 承認
（17：0）

議案第７号 稲敷市職員の旅費に関する条例の制
定について

「国家公務員等の旅費に関する法律」の
改正に伴い、同様に条例の全部を改正
するもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第８号 稲敷市自殺対策協議会設置条例の制
定について

「自殺対策基本法」に基づき、稲敷市自
殺対策計画の目標実現のため、稲敷市
自殺対策協議会を設置するもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

議案第９号 稲敷市犯罪被害者等支援条例の制定
について

「犯罪被害者等基本法」に基づき、犯罪
被害者等の支援を行うため条例を制定
するもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第10号

稲敷市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例
の一部改正について

地方公共団体情報システムの標準化に
伴い、住登外者宛名番号管理機能をシ
ステムに実装するもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第11号
稲敷市議会議員及び長の選挙におけ
るビラの作成の公費負担に関する条
例の一部改正について

「公職選挙法施行令」の一部改正に伴い、
選挙運動用ビラ作成の公費負担限度額を
７円 73 銭から８円 38 銭に改めるもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第12号 稲敷市国民健康保険税条例の一部改
正について

「地方税法施行令」の一部改正に伴い、
子ども子育て支援分の追加、基礎課税
額の賦課限度額の変更、軽減世帯判定
に係る加算金を改めるもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

議案第13号 稲敷市手数料徴収条例の一部改正に
ついて

オンライン申請における電子決済の導
入に伴い、謄本等の送付を求める場合
に、送付費用等の負担を定めるもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第14号 稲敷市立学校設置条例の一部改正に
ついて

あずま北小学校が令和８年度末をもっ
て閉校とするもの 総務教育 原案可決

（17：0）

議案第15号 稲敷市立学校給食センター条例の一
部改正について

江戸崎学校給食センター及び東学校給
食センターの老朽化による廃止に伴い、
稲敷市伊佐部 1673 番地に学校給食セ
ンターを新設するもの

総務教育 継続審査
（17：0）

議案第16号 稲敷市医療福祉費支給に関する条例
の一部改正について

「茨城県医療福祉対策要綱」の改正に伴
い、医療福祉費の支給制限の算定に特
定扶養親族特別控除を追加するもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

議案第17号
稲敷市放課後児童クラブの設置及び
管理に関する条例の一部改正につい
て

高田地区児童クラブの実施場所を高田
コミュニティセンターから高田小学校
へ変更するもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

議案第18号 稲敷市介護保険条例の一部改正につ
いて

保健福祉事業として「介護保険法」第
115 条の 49 に規定する事業を行うもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第19号 稲敷市廃棄物の処理及び清掃に関す
る条例の一部改正について

粗大ごみ戸別収集事業の創設に伴い、
手数料及び手数料の免除等に関する規
定を定めるもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

可決可決251251億億1,1591,159万万44千円千円

こども家庭センターを設置、
ＡＩオンデマンド交通の導入など

各議案概要はこちら

令和８年度
予 算
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議案等番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果
（賛成：反対）

議案第20号 稲敷市火入れに関する条例の一部改
正について

条文中で使用している気象用語を改め
るもの 産業建設 原案可決

（17：0）

議案第21号
児童福祉法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理につい
て

「児童福祉法」の改正に伴い、「稲敷市特
定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例」を
はじめとする４条例を改正するもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第22号 令和７年度稲敷市一般会計補正予算
（第 13 号）

既定の予算額から７億 9,865 万７千円
を減額するもの

総務教育
市民福祉
産業建設

原案可決
（17：0）

議案第23号 令和７年度稲敷市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

既定の予算額に 1,160 万１千円を増額
するもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第24号 令和７年度稲敷市介護保険特別会計
補正予算（第３号）

既定の予算額から 3,610 万８千円を減
額するもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第25号 令和７年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第３号）

既定の予算額に１億 3,236 万４千円を
増額するもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第26号 令和７年度稲敷市介護サービス事業
特別会計補正予算（第２号）

既定の予算額から 454 万円を減額する
もの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第27号 令和７年度稲敷市下水道事業会計補
正予算（第２号）

資本的収入の予定額から 3,020 万円を
減額し、資本的支出の予定額から 3,025
万６千円を減額するもの

産業建設 原案可決
（17：0）

議案第29号 令和８年度稲敷市国民健康保険特別
会計予算 予算総額を 49 億 1,441 万円とするもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第30号 令和８年度稲敷市、稲敷郡町村及び一
部事務組合公平委員会特別会計予算 予算総額を 15 万２千円とするもの 総務教育 原案可決

（17：0）

議案第31号 令和８年度稲敷市介護保険特別会計
予算

予算総額を 45 億 9,434 万３千円とす
るもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第32号 令和８年度稲敷市浮島財産区特別会
計予算 予算総額を 142 万円とするもの 総務教育 原案可決

（17：0）

議案第33号 令和８年度稲敷市古渡財産区特別会
計予算 予算総額を 711 万１千円とするもの 総務教育 原案可決

（17：0）

議案第34号 令和８年度稲敷市基幹水利施設管理
事業特別会計予算

予算総額を２億 9,930 万１千円とする
もの 産業建設 原案可決

（17：0）

議案第35号 令和８年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計予算

予算総額を 14 億 95 万３千円とするも
の 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第36号 令和８年度稲敷市介護サービス事業
特別会計予算 予算総額を７万６千円とするもの 市民福祉 原案可決

（17：0）

議案第37号 令和８年度稲敷市水道事業会計予算

収 益 的 収 入 の 予 定 額 を 11 億 2,769
万６千円、収益的支出の予定額を 10 億
3,078 万２千円、資本的収入の予定額を
２億 7,827 万８千円、資本的支出の予
定額を６億 3,179 万８千円とするもの

産業建設 原案可決
（17：0）

議案第38号 令和８年度稲敷市下水道事業会計予
算

収 益 的 収 入 の 予 定 額 を 22 億 2,511
万８千円、収益的支出の予定額を 19 億
4,421 万１千円、資本的収入の予定額を
５億 6,603 万９千円、資本的支出の予
定額を 13 億 8,110 万１千円とするもの

産業建設 原案可決
（17：0）

議案第39号 市道路線の認定について

国道 125 号桜川バイパス整備に伴う、
旧県道区間の移管にあたり、市道（桜）
１級 18 号線他 1 路線及び市道（桜）
4214 号線を認定するもの

産業建設 原案可決
（17：0）

議案第40号 市道路線の変更について
国道 125 号桜川バイパス整備に伴う、
旧国道区間の移管にあたり、市道路線
の起点を変更するもの

産業建設 原案可決
（17：0）

議案第41号 稲敷市過疎地域持続的発展計画の変
更について

「過疎地域の持続的発展の支援に関する
特別措置法」に基づき、稲敷市過疎地域
持続的発展計画の内容を変更するもの

総務教育 原案可決
（17：0）

※ 議案第 28 号（一般会計当初予算）は撤回され、修正を加えた議案第 42 号が改めて上程されました。
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※ 議長（松戸千秋）は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。

議案等番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果
（賛成：反対）

議案第42号 令和８年度稲敷市一般会計予算 予算総額を 250 億 300 万円とするもの
総務教育
市民福祉
産業建設

原案可決
（13：4）

議案第43号 令和８年度稲敷市一般会計補正予算
（第１号）

既定の予算額に１億 859 万４千円（物
価高騰対応高校生世代応援給付金支給
事業等）を増額するもの

ー 原案可決
（17：0）

議案第44号 副市長の選任について
現副市長の任期満了に伴い、中島明良
氏を新たに選任することについて議会
の同意を求めるもの

ー 同意
（17：0）

請願第１号
茨城県稲敷市の根本・柴崎・下太田
地区における路線バスの休日運行維
持（または代替交通手段の導入）に
関する請願

請願者
稲敷市　石川久美子
　　　　　　ほか 109 名

産業建設 不採択
（3：14）

党派名
議員名

議案番号

無所属 公明
議
決
結
果

反
対
者
数

：

賛
成
者
数

無
藤
智
恵
美

染
谷
久
仁
桂

髙
山
　 

久

鈴
木
正
志

寺
﨑
久
美
子

椎
野
　 
隆

中
沢
　 
仁

黒
田
茂
勝

根
本
　
浩

山
本
彰
治

岡
沢
亮
一

篠
田
純
一

根
本
光
治

中
村
三
郎

伊
藤
　 

均

髙
野
貴
世
志

松
戸
千
秋

浅
野
信
行

議案第42号 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ― ○ 原案可決 13：４ 
請願第１号 ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × ― × 不 採 択   ３：14

賛否の分かれた議決結果

※ ○は賛成　×は反対

討
論

議
案
第
42
号

令
和
８
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計
予
算

■
反
対
討
論

髙
山
　
久
　

　

本
市
の
行
政
運
営
が
、
本
質
的
な

議
論
に
基
づ
く
改
革
を
先
送
り
し
、

一
時
的
な
対
応
に
終
始
し
て
い
る
こ

と
を
懸
念
し
、
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　

反
対
理
由
の
一
点
目
は
、
学
校
施

設
整
備
の
一
貫
性
の
欠
如
で
す
。
桜

川
小
学
校
統
合
時
に
は
子
ど
も
の
安

全
を
最
優
先
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
稲
敷
東
部
小
学
校
で
は
コ
ス
ト

優
先
で
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
の
活
用
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
６
年
で

方
針
が
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

に
つ
い
て
で
す
。
現
施
設
が
法
令
上

の
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
な
ら

ば
、
改
修
（
約
６
億
円
）
に
よ
り
当

面
の
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
学
校
再

編
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
後
に
整
備

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
一
貫
し
た
方

針
が
な
く
新
設
を
急
ぐ
こ
と
は
、
将

来
世
代
へ
の
過
大
な
財
政
負
担
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

■
反
対
討
論

篠
田
　
純
一
　

　

反
対
理
由
の
一
点
目
は
、
学
校
施

設
整
備
の
一
貫
性
の
欠
如
で
す
。
学

校
再
編
計
画
（
案
）
で
は
令
和
17
年

度
ま
で
に
東
西
２
校
へ
の
集
約
を
目

指
す
一
方
、
開
校
５
年
の
桜
川
小
学

校
を
ハ
ザ
ー
ド
区
域
に
あ
る
東
中
学

校
へ
移
転
統
合
す
る
コ
ス
ト
優
先
の

方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
桜
川
地
区

の
保
護
者
・
地
域
か
ら
大
反
対
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
再
編
の
方
向
性
が
定

ま
ら
な
い
中
で
の
給
食
セ
ン
タ
ー
先

行
整
備
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
合
意
の
も
と
学
校
再
編
の
方
向
性

が
決
ま
っ
て
か
ら
統
合
校
敷
地
内
に

整
備
す
べ
き
で
あ
り
、
事
業
費
約
35

億
円
は
子
ど
も
一
人
あ
た
り
１
０
０

万
円
以
上
の
将
来
世
代
へ
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
委

託
料
合
計
２
，
５
５
０
万
３
千
円
の

計
上
に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。

※
討
論
の
全
文
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



市
政
を
問
う

一
般
質
問

　
第
１
回
定
例
会
に
は
、
10
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

　
写
真
下
部
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や

専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。

6稲敷市議会だより　第84号

　介護保険料の推移について伺います。

　フレイル予防の現状について伺います。

　介護報酬を引き上げることで賃金改善を図るべきと考えますが、見解
を伺います。

　介護事業所への支援について伺います。

介護保険事業所への支援について

原
発
と
農
業
は
両
立
し
な
い
。

東
海
第
二
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

　
福
島
第
一
原
発
事
故
で
発
生
し
た
除
去

土
壌
の
保
管
状
況
と
そ
の
後
の
処
分
方
法

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
関
し
て
、市
長
は
反

対
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　介護保険料は３年ごとに見直されており、
令和６年度から令和８年度までの月額保険料

は5,400円で合併後の平成18年度と比べると約２倍の金額になっ
ていますが、全国平均に比べると本市は低い水準となっています。

　本市では、介護予防の拠点「いこいのプラザ」で介護予防教室やシル
バーリハビリ体操を推進しています。本市の介護認定割合が全国平均を

下回っているのは、市内高齢者の方が熱心に介護予防に取り組んでいるからと考えられます。
今後も高齢者がフレイルに陥らず地域で元気に過ごせるよう、介護予防事業を推進します。

　介護報酬は国によって定められ３年に一度改定されますが、
令和８年度には物価や人件費の高騰に対応するため、特例的に

改定が行われる予定です。訪問介護などの分野にも処遇改善加算が新設される予
定ですので、事業所が届出を行えるよう情報提供などの支援に努めます。

　物価高騰に対応するため、本市では物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活
用し、令和７年度には市内の介護事業所に総額971万円を交付しました。また、令和８

年度も同様の支援を準備しています。今後も国の動向を踏まえ、事業所と連携して進めていきます。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
で
発
生
し
た

除
去
土
壌
は
市
内
に
５
か
所
あ
り
、

環
境
省
の
立
会
い
で
年
２
回
の
現
地
確
認
を
行
い
、市
と
し
て

も
年
２
回
放
射
線
量
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
令
和

７
年
３
月
に
国
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、環
境

省
と
協
議
し
な
が
ら
処
分
方
法
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

市
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
情
報
収
集
に
努
め
る

　
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題
は
、本
市
の
み

な
ら
ず
国
民
全
体
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。今
後
も
国
や
県
、

周
辺
自
治
体
、日
本
原
子
力
発
電
の
動
向
を
見
守
り
、市
民

の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

市
民
生
活
部
長

市
長

事業所と連携して進めていく

保健福祉部長

保健福祉部長

保健福祉部長

副市長

椎 野　 隆
議　員

椎野

椎野

椎野

椎野

椎
野

椎
野

筧
市
長

副市長
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7 稲敷市議会だより　第84号

　阿波・幸田地区は、第３次総合計画において交通の結節拠点の一つとし
て位置づけられています。今後は、既存の居住機能、産業機能、医療・福

祉機能を生かしながら、大杉神社と連携した観光・交流機能を加えた魅力ある拠点形成を目
指していきます。阿波水辺公園なども含め交通結節拠点の検討を進め、交流人口の拡大や地
域のにぎわい創出につなげていきます。

　今後のまちづくりでは、市民や地域団体、企業など多様な立場の方々の意見を丁寧
に反映していくことが大切です。阿波・幸田地区の拠点整備についても、地域の皆様

や関係者との意見交換を重ね、コンセンサスづくりを大切にしながら進めていきます。地域
と行政が一体となり、誇りと愛着を持てるまちづくりにつなげていきます。

筧市長

市長

　国道 125 号線は、神宮寺から阿波までの区間において
見通しの悪い箇所や歩道未整備の場所があり、交通安全の

面でも大きな課題があります。加えて、阿波・幸田地区のまちづ
くりを進めるうえでも、この道路整備は欠かせない基盤です。大
杉神社をはじめとする地域資源を生かし、にぎわいと生活の両方
を支えるためにも、国道 125 号桜川バイパスの早期開通に向け
た執行部の今後の進め方を伺います。

　桜川バイパスの整備によって得られるのは、安全性や利便性の向上だけではありま
せん。阿波・幸田地区では、大杉神社を核とした観光や交流の広がり、さらには商業

施設など地域の活力向上も期待されます。そうした中で、市はこの地域のまちづくりにどの
ような可能性を見据えているのか伺います。

　まちづくりを進めるうえでは、施設整備や開発の可能性だけでなく、地域住民の理
解と合意形成が何より重要です。行政と地域が一体となって進めていく姿勢について、

見解を伺います。

篠田

篠田

篠田

125 号桜川バイパスの
早期開通とまちづくりについて

県への要望を継続し、阿波・幸
田地区の拠点形成を進める

　国道 125 号桜川バイパスは茨城県が事業主体となって整備を進めており、用地取
得が完了した区間から順次工事に着手している状況です。市としてもこれまで毎年早

期開通に向けた要望を続けてきました。また、圏央道４車線化による成田空港へのアクセス
向上や物流面での効果も見込まれることから、今後も県に対して継続的に一層強く働きかけ
を行い、早期の整備促進を求めていきます。

篠 田 純 一
議　員

地域振興部長

市長
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8稲敷市議会だより　第84号

魅力を感じるまちづくりに向け、
実効性のある施策を検討

女性や若者が住みやすく子育てしや
すい「まちづくり」の実現について

　女性や若者が住みやすく、子育てしやすいまちづくりの
実現について、本市の子育て支援の取組、若者が挑戦でき

る環境づくりや人材育成、女性の活躍の場をどのように進めてい
くのか、特に人口減少が進む中で女性が力を発揮できる環境整備について伺います。

　江戸崎市街地（中央公民館・福祉センター・保健センター・大型商業施設）などが
集積された地区で、おもちゃ美術館を活用した官民連携によるまちづくりについて伺

います。

髙山

髙山

　本市では、若者が挑戦できる環境整備として、創業支援や
事業承継支援を設けています。創業支援では 33 件、事業承

継支援では 1 件の実績があり、今後も起業しやすい環境整備を進めていきます。

　女性活躍の機会拡充ですが、専門職資格取得費用の補助や職場体験の提供
により就労を後押しするとともに、今後も復帰支援や人材登録制度を含め、

女性が能力を発揮できる環境整備を進めていきます。

　おもちゃ美術館の誘致については議会の意見を伺いながら進めていますが、行政施設
や商業施設が集積された地区への誘致は、子育て世代にとって魅力的であると考えてい

ますので、全国の事例を参考にしながら、幅広い視点で検討を進めます。女性や若者が魅力を感じ
るまちづくりは重要でありますので、移住定住と併せて実効性のある施策を検討していきます。

地域振興部長

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

　
組
織
力
向
上
の
た
め
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
や
心
理
的
安
全
性
の
確
保
を
含
む
職
場
環
境

の
改
善
に
つ
い
て
、
副
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

職
員
が
働
き
や
す
い
環

境
を
推
進
し
て
い
く

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
員

へ
の
理
不
尽
な
攻
撃
や
嫌
が
ら
せ
で
あ

り
、
ク
レ
ー
ム
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
正
当
な
意

見
や
要
望
で
、
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。　

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
に
向

け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や
組
織
力
向
上
の

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
研
修
や
体
制
づ
く
り
、
ル
ー

ル
設
定
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
録
音
機
能
付
電
話
の
整
備
な

ど
を
行
い
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
心
理
的
安
全
性

の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
ク
レ
ー
ム
の
違
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
の
か
伺
い
ま
す
。

髙
山

髙
山

髙 山　 久
議　員

筧市長

市長

副
市
長

総
務
部
長

市長公室長

副
市
長
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地
元
企
業
育
成
条
例
の
制
定
は

　
地
元
企
業
は
、
価
格
競
争
や
資
材
高
騰
、
人
手
不
足
、
後
継

者
不
足
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
が

進
む
中
、
企
業
誘
致
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
あ
る
企
業
を
優
先
的
に
活

用
し
育
て
る
と
い
う
明
確
な
方
針
が
必
要
で
す
。
個
別
支
援
に
と
ど
ま

ら
ず
、
包
括
的
な
政
策
や
条
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
地
元
企
業
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
よ
り
明
確
に
し
、
新
規
参
入

や
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

説
明
会
の
開
催
や
受
注
機
会
の
拡
大
な
ど
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
と
、

条
例
化
へ
の
考
え
を
改
め
て
伺
い
ま
す
。

調
査
研
究
を
進
め
、
地
元
企
業
の

育
成
強
化
に
取
り
組
み
た
い

　

他
自
治
体
で
は
、
地
元
企
業
の
育
成
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
に
地
元
優
先
の
発
注
方
針
を
定
め
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
明
確
な
方
針
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
札
で

地
元
企
業
を
優
先
し
、
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
の
活
用

も
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
元
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。

資
格
取
得
支
援
や
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
、
入
札
手
続

の
周
知
な
ど
を
進
め
、
受
注
機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
条
例
に
つ
い

て
も
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
、
地
元
企
業
の
育
成
に
つ
な
が
る
方
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

根
本

根
本

　災害発生時に最優先すべきは市民の
命を守ることと考えますが、そのため

に何を行うべきかを伺います。

　建設、設備、運輸など幅広い事業者と連携し、代表者を通じて情報が素早く集まり、
伝わる連絡網を整えるべきと考えます。想定を超える災害にも対応できる、全方位的

な協力体制が必要だと思います。市長の見解を伺います。

根本

根本

災害協定の見直しは

　本市では災害対策本部の設置、避難情報の発令、避難所の開設、要支援者
への支援などを進めています。一方で、大規模災害時ほど、被害状況の把握

や関係機関との連携が重要になると認識しています。

　現在は 39 業者と協定を結んでいますが、建設業者など復旧にかかわる全ての関係
業種を網羅できておらず、迅速な連絡体制にも課題があります。今後は、復旧に必要

な事業者が横断的につながる組織づくりも視野に入れ、代表者を通じた連絡網の整備など、
災害に強いまちづくりを進めていきます。

市長

企業や団体と連携し、迅速な復
旧対応に向けた仕組みづくりに
取り組む

筧市長

根 本 光 治
議　員

筧
市
長

総
務
部
長

危機管理監

市
長
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染谷久仁桂
議　員

地域資源を生かして特色ある
まちづくりを推進していく

市政の取り組み方と考え方に
ついて問う

　江戸崎・新利根地区から駅や高校への通学が困難な現状や週末
運休の問題について、市民の利便性が低下する中、バス事業者との

利便性向上を目的とした補助金の見直しを行う予定はあるか伺います。

　路線バスの減便や廃便に際し、代替案を市民に説明しなかった理由を伺います。

　デマンド交通の導入時期について、本年度の実施を見送った理由
を伺います。

　本市は歳入の約６割を地方交付税などの依存財源に頼る状況にある中、この厳しい
財政をどう改善していくのか伺います。

　新利根地区の住民からは、合併後の不便さや市政への不満の声が上がっています。
市長は住民の声をどのように受け止め、まち全体の構想と旧４地区のそれぞれに掲げ

ている構想について伺います。

染谷

染谷

染谷

染谷

染谷

　江戸崎・龍ケ崎市駅線については、利便性向上ではなく持続可能性の視点
で対応しています。運転手不足の影響から路線維持のため人件費の見直しに

関する協議が関東鉄道から申出されており、令和８年度に路線バスについて協議する予定です。

　路線バス減便・廃便につきましては、市内全域への回覧文書配布やホー
ムページでの周知、関東鉄道によるバス停での掲示を行いました。代替案

として小型バスや無償バスの運行を検討しましたが、利用者数や費用対効果の課題から実現
が困難となりました。現在は 65 歳以上の市民向けにタクシー利用券の補助額を増額し今後
もフォローを継続して検討していきます。

　デマンド交通は市内全域で一斉に導入することが難しいため、まず、タ
クシー事業者が不在の桜川・東地区から導入する予定です。デマンド交通

の導入を見据え、地域の実情を踏まえながらスピード感を持って取り組んでいきます。

　財源を増やすためには、歳入の確保と歳出の適正化の両面で取り組むことが
重要であると考えています。歳入は、国や県の補助制度や有利な地方債を活用し、

歳出については、施策の必要性や効果を検証し、優先順位をつけて予算配分を行います。また、
既存事業の見直しを徹底し、スクラップ・アンド・ビルドの考え方を基本として予算編成を
進めることにより、持続可能な財政運営を目指していきます。

　稲敷市は「自然とともに豊かさと幸せを実感できるまち」を目指しており、地区そ
れぞれの特性を生かした地域づくりを推進し、４地区という区別はせず、稲敷市全体

としてのまちづくりを進めています。
　市民が愛着を持ち、住んでよかったと思えるまちの実現を目指します。

総務部長

筧市長

地域振興部長

地域振興部長

地域振興部長

市長
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　増え続けているイノシシの対策をどのように進めて、市民の安全をどう担保していくの
か。また、窓口の一本化や補助金運用の見直しについて検討する考えはあるのか、伺います。

市民生活部長

山 本 彰 治
議　員

山本

山本

第
３
次
総
合
計
画
の
前
期
計
画
に
お
け

る
実
績
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
中
期
計
画
に
向
け
て
、
課
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
何
か
伺
い
ま
す
。

　
財
源
不
足
が
続
く
中
、
地
域
未
来
交
付
金
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
針
で
活
用
す
る
予
定
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
今
後
の
総
合
計
画
を
推
進
す
る
上
で
、
過
疎
対
策
事
業
債
、
地
域
未
来

交
付
金
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
、
市
の
発
展
に
役
立
て
る
の
か
伺
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
、
財
源
確
保
に
努
め
る

　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、市
民
が
幸
福
感
を
持
て
る
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
確
実
な
実
行
が
必

要
で
す
。そ
の
た
め
に
歳
出
予
算
の
抑
制
と
新
た
な
財
源
の
確
保
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

　

地
域
未
来
交
付
金
は
、地
域
特
性
を
生
か
し
地
方
創
生
策
を
推

進
す
る
た
め
の
交
付
金
で
あ
り
、地
域
再
生
法
に
基
づ
く
計
画
を

策
定
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
お
も
ち
ゃ
美
術

館
の
誘
致
が
実
現
し
た
場
合
な
ど
の
拠
点
整
備
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し
、
茨
城
県
と
圏
央
道
周

辺
自
治
体
と
共
に
基
本
計
画
を
策
定
し
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

成
田
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
構
想
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。今
後
も
市
の
財
政
的
な
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
県
や
事
業
者

と
連
携
強
化
を
図
り
、有
利
な
事
業
債
や
交
付
金
を
最
大
限
活
用
し
、財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

山
本

山
本

山
本

市民が安心して暮らせるよう
施策を進める

　イノシシ目撃情報が寄せられた際、市はどのように対応
しているのか伺います。

増え続けるイノシシの対策について

　市では住宅内への侵入防止対策として、希望者へ忌
避剤の配布や農地被害には電気柵補助制度を案内して

います。また、目撃情報をイノシシ対策に生かせるように、庁内プロジェク
トチームを設置して情報共有や猟友会との連携で捕獲活動を行っています。

　プロジェクトチームで有効な施策を検討し、捕獲事業の推進や情報発信など、
実効性のある施策を実施したいと考えています。また、人的被害など緊急を要す

る場合には警察や消防と連携して対応していきます。
　補助金の運用や窓口の一本化については、他自治体の先進事例を参考にしながら検討を進めます。

副市長

筧
市
長

副市長

市
長
公
室
長

市
長
公
室
長

市
長
公
室
長
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12稲敷市議会だより　第84号

鈴 木 正 志
議　員

鈴木

定期的な検査を継続し、情報発
信に努める

水道水における PFAS 対策と
今後の方針について

　本市の水道水におけるPFAS対策について、昨年の第１回定
例会以降の調査結果と対応状況、今後の方針を伺います。

　市内の上水および原水の採水地点はどのような理由で選定されているのか。また、
採水地点は定期的に見直しや変更を行っているのか伺います。

　水質検査の検査項目と検査頻度について伺います。

　個人所有の井戸水の検査について、市の対応を伺います。

　個人所有の井戸水が基準値を超過した場合の対応について伺います。

　本市の水道水と井戸水における PFAS 対策と安全な水の確保に向けた今後の取り
組みについて伺います。

　PFAS のうち、特に有害性が指摘される PFOS
と PFOA については、国が暫定目標値を定めており、本市の水道水はその

基準を下回っています。また、昨年の定例会で求められた井戸水の検査については、調査を
実施し、その結果を公表する方針です。

　上水の採水地点は市内９か所、原水の採水地点は４か所であり、水道法
に基づき、給水栓や配水系統の末端に近い公共施設を選定しています。また、

水道施設の構造を考慮した場所を選定しているため、採水地点の変更は行っておりません。

　上水の水質検査は水道法に基づき、51 項目のうち９項目
を月１回、27 項目を３か月に１回、全項目を年１回実施し

ています。また、原水は 41 項目を年１回検査しています。令和８年４月からは省令改正に
伴い、PFOS・PFOA の検査を追加し、上水は３か月に１回、原水は年１回実施する予定です。

　市としては、個人所有の井戸水の検査義務はありませんが、今年４月か
ら PFOS・PFOA を含む検査項目が追加されることから事前調査を実施し

ています。具体的には、旧町村ごとに１か所、計４か所の井戸水と河川１か所のサンプルを
採取し、調査した検査結果は、国の指針値である PFOS・PFOA 合計 50 ナノグラム以下を
全て下回っており、引き続き注視していきます。

　個人所有の井戸水が水質基準を超過した場合は、飲用を控えるよう指導
し、浄水器の設置や公共水道への接続を勧めるなどの対策を講じます。

　国の水質基準項目の見直しに伴い、定期的な検査を継続し、国や県の動向を注視しながら情
報発信に努めるとともに、引き続き市民に安心安全な飲料水を供給するため尽力していきます。

筧市長

土木管理部長

土木管理部長

土木管理部長

市民生活部長

市民生活部長

市長

鈴木

鈴木

鈴木

鈴木

鈴木
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　居住サポート住宅は、保証人の確保が難しい方などの住まいの不安解消
につながる制度と認識しています。現在も各課で居住相談に対応し、県居

住支援協議会を通じた情報提供も行っています。

　居住サポート住宅は、空き家や未活用の賃貸住宅を
活用し、福祉サービスにつなげる仕組みです。市では

建設課が認定申請や情報提供システムへの登録事務を担当しています。

　住宅セーフティネット法の改正により、居住サポート住
宅が制度化されました。高齢者や低所得者、障がい者など

住宅確保要配慮者への支援を、住宅と福祉の両面から進める必要
があると考えます。本市の認識と取組、福祉分野との連携や、市営
住宅の活用についても伺います。

筧市長

土木管理部長

保健福祉部長

浅 野 信 行
議　員

浅野

Ａ
Ｉ
見
守
り
電
話
に
つ
い
て

　
近
年
、
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
る
中
、
従
来
の
訪
問
や
電
話

に
よ
る
見
守
り
だ
け
で
は
担
い
手
不
足
も
心
配
さ
れ
限
界
が
生
じ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
自
動
音
声
に
よ
る
見
守
り
電
話
は
、
有
効

な
手
段
と
考
え
ま
す
が
、
本
市
の
現
状
と
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
電
話
は
意
義
あ
る
事
業
で
す
が
、
担
い
手
の
高
齢
化
も

課
題
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
活
用
や
、
今
後
の
導
入

に
向
け
た
取
組
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
見
守
り
の
導
入
を
含
め
、
調
査
・

研
究
を
進
め
る

　

本
市
の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

愛
の
定
期
便
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
ふ
れ
あ
い
電
話
な
ど

で
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
見
守
り
電
話
は
、
安
否
確
認
や
体
調

把
握
を
自
動
で
行
え
る
仕
組
み
で
あ
り
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
も
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
支
援
の
中
核
で

あ
り
、
見
守
り
の
充
実
は
重
要
で
す
。
現
在
、
民
間
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
、
電
話
に
よ
る
安
否

確
認
も
組
み
合
わ
せ
る
予
定
で
す
。
Ａ
Ｉ
見
守
り
電
話
に
つ
い
て
も
、
地
域

ケ
ア
会
議
の
中
で
必
要
な
支
援
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
人
に
よ
る
見
守
り
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
な
ど
新
し
い
技
術
の
活
用
も

必
要
で
す
。
先
進
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
に
合
っ
た
見
守
り
体
制

を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

浅
野

浅
野

県や民間事業者とも連携し、
本市に合った居住支援を検討

居住サポート住宅について

　市営住宅は一定のセーフティネットの役割を果たしていますが、それだけで十分と
は言えません。今後は先進事例も参考にしながら、民間事業者との連携を含め、本市

に適した居住支援の在り方を調査・研究していきます。

筧
市
長

市長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

市
長
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　給食費無償化により生じる財源について、今後どのよう
な方針で活用していくのか伺います。

　少子化対策や人口戦略において、財源をどのように位置づけるのか
市長の考えを伺います。

無藤

無藤

　本市では、これまでふるさと応援基金を財源として給
食費無償化を実施してきましたが、物価高騰や人件費上

昇により財政運営が厳しいため、新たな事業への財源活用は慎重に判断する必要があります。

　子育て世帯への支援は重要であり、家事支援や育児支援などの負担
軽減策は意義があると考えています。また、国の子育て支援金制度を活用し、ゼロ歳

から高校生までの子どもに対して毎月一定額を支給する制度が始まります。この制度を活用
しつつ、さらに足りない部分を補完する形で財源を有効に使いたいと考えています。

無藤智恵美
議　員

市長

新たな事業への財源活用は
慎重に判断する必要がある

給食費無償化により生じる財源の
使い道について

総務部長

総務部長

国
、
県
主
導
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
一
括
化
の

中
で
、
自
治
体
の
権
限
を
ど
う
守
る
の
か

　
国・県
主
導
の
イ
ン
フ
ラ
一
括
化
に
つ
い
て
、本
市
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
国
や
県
の
判
断
を
待
た
ず
に
、
本
市
が
独
自
に
判
断
し
対
応
で
き
る
範
囲

は
ど
こ
ま
で
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
基
礎
自
治
体
と
し
て
、効
率
化
を
進
め
る
中
で
自
立
性
を
失
わ
ず
、市
民
の
安
全

と
生
活
を
守
る
た
め
の
リ
ス
ク
管
理
を
ど
の
よ
う
に
徹
底
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

自
治
の
権
限
を
強
固
に
し
、
市
民
の
安
全

を
守
る
姿
勢
を
貫
く

　

国
・
県
主
導
の
イ
ン
フ
ラ
一
括
化
に
は
、効
率
化
と
専
門
性
の
向

上
、
コ
ス
ト
抑
制
、
人
的
資
源
の
最
適
配
置
と
い
う
３
つ
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
広
域
的
な
情
報
共
有
や
資
材
調
達
が
可
能
と
な
り
、

財
政
負
担
の
軽
減
や
地
域
特
有
の
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、シ
ス
テ
ム
停
止
時
に
お
け
る
自
治
体
の
判
断
と
対
応
力
を
重
視
し
て
お
り
、具

体
的
に
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
系
統
へ
の
切
替
え
判
断
や
、
現
場
で
の
優
先
業
務
の
決
定
を
独
自

に
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、窓
口
業
務
の
継
続
性
や
運
用
の
主
導
権
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
主
体
性
を
守
る
こ
と
は
地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
り
、
効
率
化
を
進

め
る
中
で
三
つ
の
視
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。第
一
に
、
地
方
分
権
一
括
法

の
原
則
を
堅
持
し
、
広
域
化
に
よ
る
効
率
化
で
生
じ
た
資
源
を
市
民
負
担
の
軽
減
や

老
朽
施
設
の
更
新
に
活
用
す
る
。第
二
に
、
運
営
に
参
画
し
、
意
思
決
定
の
主
導
権
を

確
保
す
る
。第
三
に
、
有
事
に
お
け
る
共
同
防
衛
を
構
築
し
、
災
害
時
の
対
応
力
を
強

化
す
る
。こ
れ
ら
を
通
じ
て
自
治
の
権
限
を
強
固
に
し
、市
民
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

無
藤

無
藤

無
藤

筧
市
長

市
長
公
室
長

市
長

副
市
長



市
政
を
問
う

15 稲敷市議会だより　第84号

　令和８年度には市長選挙、市議会議員選挙、県議会議員選挙が予定されています。
トリプル選挙は経費削減効果が大きい反面、無効票の増加や有権者の混乱、二重投

票のリスクもあります。選挙管理委員会としては、メリット・デメリットを検証しながら選挙期日を検討していきます。

　期日前投票制度の定着により、投票機会を補完できることや、投開票結
果の早期通知、関係者の負担軽減、経費節減が可能なことから本市では投

票時刻を19時までに繰り上げています。また、県内自治体の多くが18時までに繰り上げていますが、18時
から19時の投票者数が10％を超える場合、投票に支障を来す可能性があるため、慎重に検討しています。

　市長選挙、市議会議員選挙、県議会議員選挙の日程につ
いて伺います。

　投票所の開設時間について、現状とその検討状況を伺います。

　選挙投票率向上のための具体的な取組について伺います。

中沢

中沢

中沢

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

目
的
を
定
め
、達
成
に
向
け
効
果
的

な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
取
り
組
む

　
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の
成
果
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の
効
果
を
ど
う
途
切
れ

る
こ
と
な
く
生
か
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の

効
果
検
証
方
法
に
つ
い
て
伺
う

　
全
国
の
情
報
提
供
を
受
け
、先
進
自
治
体
と
の
迅
速

な
連
携
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
国
の
制
度
情

報
の
教
示
を
受
け
、よ
り
良
い
手
法
や
取
組
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、生

徒
の
活
躍
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
柱
と
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
地
域
の
応
援
者
を
増
や
す
た
め
の
情
報
発
信
や
移
動
支
援
を

行
い
、高
校
の
魅
力
向
上
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
沢

中
沢

中
沢

　
高
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
企
業
な
ど
多
く
の
方
々
と
連
携

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。地
域

の
応
援
者
を
増
や
し
、
高
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
が
効
果
を
も
た
ら
す

よ
う
な
体
制
整
備
も
併
せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

メリット・デメリットを検証し
ながら選挙期日を検討していく

選挙管理委員会書記長

市長選挙と議会議員選挙日程及び
投票率向上について

　移動投票所やショッピングセンターでの臨時期日前投票所の設
置、高校での主権者教育などを通じて投票率向上に努めています。

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ　
目
標
達
成
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
進
ん
で
い
る
か

を
測
る
重
要
業
績
評
価
指
数

中 沢　 仁
議　員

市
長

市
長
公
室
長

市
長
公
室
長

市
長
公
室
長



常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

16稲敷市議会だより　第84号

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

議
案
第
22
号　

令
和
７
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

に
つ
い
て
、
財
政
課
か
ら
は
補
正
予

算
の
概
要
と
し
て
、
既
定
の
予
算
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
８
，

９
６
５
万
７
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
３
１
億
４
，
２
７
９
万
４
千
円
と

し
、
併
せ
て
、
継
続
費
・
繰
越
明
許
費

及
び
、
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も
の
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
委

員
会
所
管
の
各
課
か
ら
は
、
主
に
令
和

７
年
度
末
の
決
算
見
込
み
に
応
じ
、
業

務
経
費
や
人
件
費
の
過
不
足
額
の
調
整

を
行
う
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い

て
、
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
で
緊
急

対
応
と
し
て
計
上
さ
れ
た
補
正
予
算
の

中
に
、
目
的
外
使
用
と
な
り
得
る
内
容

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
当

委
員
会
の
指
摘
に
よ
り
補
正
予
算
説
明

資
料
の
修
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、議
案
第
６
号
の
事
故
に
よ
る

和
解
、
議
案
第
７
号
、
議
案
第
９
号
、
議

案
第
10
号
、議
案
第
11
号
、議
案
第
13
号
、

議
案
第
21
号
の
条
例
の
制
定
・
改
正
及

び
議
案
第
41
条
の
計
画
変
更
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
15
号
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
に
よ
り
継
続
審
査
す
べ

き
も
の
、そ
の
他
11
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
に
よ
り
承
認
・
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

は
、
高
田
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
場

所
を
高
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か

ら
高
田
小
学
校
へ
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
18
号　
稲
敷
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、

保
健
福
祉
事
業
と
し
て
介
護
保
険
法
第

１
１
５
条
の
49
に
規
定
す
る
事
業
を
行

う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
19
号　
稲
敷
市
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
粗
大
ご
み

戸
別
収
集
事
業
の
創
設
に
伴
い
、
当
該

条
例
に
手
数
料
及
び
手
数
料
の
免
除
等

を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
22
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
13
号
）の
う
ち
、

当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
を
受
け
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
に
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
７
年
度
末
の
決

算
見
込
み
に
応
じ
て
、
業
務
経
費
や
人

件
費
の
過
不
足
額
の
調
整
を
行
う
補
正

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
議
案
第
23
号
、
議
案
第
24

号
、
議
案
第
25
号
、
議
案
第
26
号
の
各

補
正
予
算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
11
議
案

に
つ
い
て
は
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
髙
山
　
久
　

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
12
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
５
号　
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
７
年
度

稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12

号
））
は
、
衆
議
院
の
解
散
に
よ
り
２

月
８
日
に
執
行
し
た
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
経
費
で
あ
り
、
前
回
の
衆
議
院
総

選
挙
の
経
費
よ
り
増
額
に
な
っ
て
い
る

理
由
に
つ
い
て
は
、
準
備
期
間
が
短

か
っ
た
た
め
職
員
を
増
員
し
て
対
応
し

た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
報
酬
単
価
が

上
が
っ
た
こ
と
や
、
選
挙
事
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
シ
ス
テ
ム
機
器
を
借
り

上
げ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
15
号　

稲
敷
市
立
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す

る
こ
と
に
よ
る
条
例
の
改
正
で
あ
り
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
江
戸
崎
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
東
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
稲
敷
市
伊
佐
部

１
６
７
３
番
地
に
改
め
る
も
の
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。委
員
か
ら
は
、給
食

セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
つ
い
て
は
今
後
、

基
本
設
計
等
が
進
ん
で
い
く
も
の
で
あ

り
、現
時
点
で
は
不
明
な
点
が
多
く
、ま

た
、
施
行
日
が
令
和
12
年
９
月
１
日
で

あ
る
こ
と
か
ら
継
続
審
査
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

委
員
長
　
椎
野
　
隆
　

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
11
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
８
号　
稲
敷
市
自
殺
対
策
協

議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
審

査
で
は
、自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

稲
敷
市
自
殺
対
策
計
画
の
目
標
実
現
の

た
め
、
本
市
の
自
殺
対
策
関
連
施
策
の

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
展
開
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
稲
敷
市
自
殺
対

策
協
議
会
」
の
設
置
を
条
例
で
制
定
す

る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
12
号　

稲
敷
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
審

査
で
は
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
、国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
係
る
子
ど

も
子
育
て
支
援
分
の
追
加
、基
礎
課
税
額
の

賦
課
限
度
額
の
変
更
及
び
国
民
健
康
保
険

税
軽
減
世
帯
判
定
に
係
る
加
算
金
を
改
め

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
16
号　
稲
敷
市
医
療
福
祉
費

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
の
審
査
で
は
、
茨
城
県
医
療
福
祉

対
策
要
綱
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

医
療
福
祉
費
の
支
給
制
限
の
算
定
に
、

特
定
扶
養
親
族
特
別
控
除
が
追
加
さ
れ

た
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
17
号　
稲
敷
市
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
審
査
で



常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

17 稲敷市議会だより　第84号

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
黒
田
　
茂
勝
　

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
５
件
及
び
請
願
１
件
の
審
査
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
20
号　
稲
敷
市
火
入
れ
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
審

査
で
は
、
気
象
に
関
す
る
用
語
の
見
直

し
に
よ
り
、「
異
常
乾
燥
注
意
報
」を「
乾

燥
注
意
報
」
に
改
め
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
22
号　
令
和
７
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）
の
審

査
で
は
、
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
循
環
型
社

会
形
成
推
進
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て
、

交
付
額
や
実
績
額
の
確
定
に
伴
う
減
額

の
ほ
か
、
人
口
減
少
対
策
事
業
、
都
市

計
画
事
業
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
助

成
事
業
な
ど
に
係
る
減
額
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
暮
ら
し
応

援
商
品
券
事
業
及
び
道
路
新
設
改
良
事

業
に
つ
い
て
は
、事
業
の
進
捗
に
よ
り
、

事
業
費
の
一
部
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

も
の
と
の
説
明
が
あ
り
、
各
事
業
の
執

行
状
況
に
応
じ
た
補
正
内
容
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
27
号　
令
和
７
年
度
稲
敷
市

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
の
審
査
で
は
、
あ
ず
ま
浄
化
セ
ン

タ
ー
改
築
事
業
等
の
完
了
に
伴
い
事
業

費
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
債
３
，

０
２
０
万
円
及
び
公
共
下
水
道
更
新
費

３
，
０
２
５
万
６
千
円
を
減
額
す
る
も

の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
39
号　
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
の
審
査
で
は
、
国
道
１
２
５
号

桜
川
バ
イ
パ
ス
整
備
に
伴
い
移
管
さ
れ

る
旧
県
道
部
分
を
含
む
路
線
と
し
て
、

市
道（
桜
）１
級
18
号
線
及
び
市
道（
桜
）

４
２
１
４
号
線
の
２
路
線
を
新
た
に
認

定
す
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
第
40
号　
市
道
路
線
の
変
更
に

つ
い
て
の
審
査
で
は
、
国
道
１
２
５
号

桜
川
バ
イ
パ
ス
整
備
に
伴
う
旧
国
道
区

間
の
移
管
に
当
た
り
、
市
道
（
桜
）
１

級
17
号
線
の
起
点
を
変
更
す
る
も
の
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
議
案
５
件
に
つ
い
て
は
、
審

査
の
結
果
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
１
号　
茨
城
県
稲
敷
市
の
根

本
・
柴
崎
・
下
太
田
地
区
に
お
け
る
路

線
バ
ス
の
休
日
運
行
維
持
（
ま
た
は
代

替
交
通
手
段
の
導
入
）
に
関
す
る
請
願

の
審
査
で
は
、
土
日
祝
日
便
の
運
行
再

開
に
は
、
利
用
者
数
の
状
況
か
ら
市
の

財
政
負
担
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
地
域
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
は
、
桜
川
地
区
及
び
東
地
区
に
お

け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を
含
め
、

市
全
体
の
公
共
交
通
再
編
の
中
で
検
討

す
べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

審
査
の
結
果
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会比

約
６
０
０
万
円
の
増
額
要
因
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
更

新
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
増
員
を
含
め
、
窓
口
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
部
所
管
で
は
、こ
ど
も
支

援
課
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、令
和
８
年
４

月
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
統
括
支
援
員
の
配
置
や
、
支
援
が

必
要
な
家
庭
に
対
し
て
、家
事
支
援
等

を
行
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
振
興
部
所
管
で
は
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
推
進
事
業
に

お
け
る
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協
力

を
得
て
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
を
行
い
、サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
市
内
周
遊
、地
域
消
費
の

促
進
に
向
け
た
検
討
と
工
夫
を
重
ね
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
土
木
管
理
部
所
管
で
は
、
上
下
水
道
課

の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業
の
、

前
年
度
比
５
３
１
万
円
の
増
額
要
因
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
国
・
県
の
要
綱
改
正

に
よ
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
単
独
処
理
浄

化
槽
撤
去
等
に
か
か
る
補
助
金
の
額
が
増

額
さ
れ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
２
名
の
委
員
か
ら

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
10
議
案
に

つ
い
て
も
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
委
員
長
　
伊
藤
　
均
　

　
今
定
例
会
開
会
日
に
予
算
審
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。３
月
２
日
か

ら
11
日
に
か
け
て
３
分
科
会
に
よ
る
所
管

部
局
ご
と
に
分
割
審
査
が
行
わ
れ
、
16
日

及
び
17
日
の
全
体
審
査
会
に
お
い
て
、
分

科
会
で
の
審
査
内
容
の
報
告
を
受
け
、
付

託
さ
れ
た
令
和
８
年
度
11
会
計
の
予
算
に

関
す
る
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
42
号　

令
和
８
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、

　
市
長
公
室
所
管
で
は
、秘
書
広
聴
課
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
新
規

事
業
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、Ｂ
Ａ
Ｙ
Ｆ

Ｍ
に
よ
る
情
報
発
信
や
羽
田
産
直
館
で

の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
、特
に
羽
田
産
直
館
で

は
、
空
港
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
売
れ

筋
と
な
る
地
域
産
品
の
デ
ー
タ
収
集
も

期
待
で
き
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
所
管
で
は
、
総
務
課
の
行

政
区
制
度
運
用
事
業
に
つ
い
て
、
行

政
区
長
の
担
い
手
不
足
な
ど
に
関
す

る
質
疑
が
あ
り
、
行
政
懇
談
会
な
ど

地
域
と
の
対
話
の
場
を
積
極
的
に
設

け
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
所
管
で
は
、
予
算
の
整
合

性
や
事
業
の
進
め
方
、
予
算
計
上
漏
れ
、
審

議
過
程
に
お
け
る
説
明
責
任
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
、各
委
員
か
ら
多
く
の
意
見
や
指

摘
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、
こ
れ
ら
を
重

く
受
け
止
め
、今
後
は
説
明
責
任
を
十
分
に

果
た
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
部
所
管
で
は
、
市
民
窓
口
課

の
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
業
の
前
年
度
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～ 市民と議会の対話に 52 名が参加 ～ 報告書の内容は
こちら

■市長と共有した主な課題
　▶太陽光発電に関する厳格な条例整備　　　　▶学校再編の進め方と避難所機能の両立
　▶公園の安全対策と多言語での注意喚起　　　▶担い手（保護司等）確保への周知と支援

　議会報告会で寄せられた貴重なご意見と、それに対する議
会からの回答を取りまとめ、議長・副議長・議会運営委員長・
各常任委員長により市長へ報告書を提出しました。

市長へ実施報告書を提出しました市長へ実施報告書を提出しました
令和 8 年 2 月 13 日令和 8 年 2 月 13 日ACTION!ACTION!

議会報告会を開催しました 

　当市議会では、市民の皆様と市政の課題を共有し、より良
いまちづくりを推進するため、1 月 24 日 ( 土 ) に「議会報告
会」を開催しました。
　当日は 52 名の市民の方々にご参加いただき、議会活動の
報告後、各委員会ごとに活発な意見交換が行われました。
　貴重なご意見、誠にありがとうございました。

日　時：令和 8 年 1 月 24 日（土）
会　場：市役所 3 階 331 会議室
参加者：計 52 名

■ 開催概要

議会報告会の様子

各常任委員会での主な意見等

総務教育常任委員会
●行政手続きの印鑑廃止
　稲敷市における印鑑廃止の

進捗状況と今後の見通しに
ついて。

●防災体制の強化
　大規模災害時における給水

車・トイレカーの導入や、
イベント等での平時活用、
広域シェアの検討につい
て。

●学校再編と避難所
　学校統合のスケジュール詳

細や、東地区・桜川地区の
統合方針と理由、安全面へ
の配慮について。

●公園の安全・環境
　公園内の毒キノコ対策や多

言語での注意喚起、遊具の
早期修繕、猛暑対策（ミス
ト設置）の要望。

●福祉の担い手不足
　保護司・ヘルパー等の深刻

な人材不足と、新たな担い
手確保に向けた周知や支援
の必要性。

●太陽光発電の規制
　小規模太陽光発電の乱立に

よる農地転用や生活環境へ
の影響、より厳格な条例整
備の要望。

●観光・交流の促進
　大杉神社周辺の受入体制
（道路・駐車場）や、和田
公園・圏央道拠点を活かし
た誘客策について。

●道路・インフラ整備
　生活道路の安全対策（ガー

ドレール等）、国道 125 号
の整備状況、道路陥没時の
緊急対応体制。

●農業・土地利用
　深刻な担い手不足と高齢化

への対策、農地・山林への
太陽光設置規制、野焼き
ルールの明確化。

市民福祉常任委員会 産業建設常任委員会

筧市長に報告書を提出
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議会活動報告

江戸崎総合高等学校で議会報告会及び選挙制度説明会を実施
開催日：令和 7 年 12 月 18 日（木）

　令和７年 12 月 18 日（木）、江戸崎総合高等学校の２年生に向けた「稲敷市議会報告会及び選挙制度
説明会」を選挙管理委員会と合同で実施しました。 未来を担う若い世代に政治への関心を持ってもらい、
選挙権の重みを実感してもらうための取組です。生徒の皆さんからは、議員になるために大変だったこと、
投票に行かなかったらどうなるのか、身体が不自由な方への配慮など質疑が行われました。
　江戸崎総合高等学校の皆さまありがとうございました。

選挙制度説明会

議会報告会

　選挙管理委員会より、選挙の仕組や投票方法に
ついて説明を行いました。18 歳選挙権の意義や、
アニメ映像による選挙制度の解説により、投票へ
の理解を深めました。

　議長挨拶に続き、市議会の役割や仕組、税金の
使い道の決定プロセスなどを解説しました。生徒
の皆さんに「自分たちの生活と政治のつながり」
について考えていただきました。

２年生（約120名）の皆さんに
ご参加いただきました

　令和８年第１回稲敷市議会臨時会が１月21日(水)に開かれました。本臨時会には、議案４件の上程があり、
全議員出席のうえ、全会一致によりすべて承認・原案可決されました。

議案等番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果
（賛成：反対）

議案第１号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（令和７年度稲敷市一般会計
補正予算（第 10 号））

既定の予算額に7,589万６千円を増額
するもの（物価高対応子育て応援手当
支給事業）

ー 承　認 
（17：0）

議案第２号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（和解及び損害賠償の額を定
めることについて）

市道（新）276号線におけるU字溝の破
損箇所が原因による自動車の物損事故
について、損害賠償額を10万7,492
円と定め和解するもの

ー 承　認 
（17：0）

議案第３号 令和７年度稲敷市一般会計補正予
算（第11号）

既定の予算額に４億907万３千円を増
額するもの（低所得の子育て世帯生活
応援特別給付金支給事業、暮らし応援
商品券事業）

ー 原案可決 
（17：0）

議案第４号 工事変更請負契約の締結について

令和７年度稲敷市立江戸崎中学校第２
期大規模改修・体育館空調新設・武道
場吊り天井改修工事の契約金額を２億
9,645万円から３億1,658万円に増額
するもの

ー 原案可決 
（17：0）

※ 議長（松戸千秋）は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。

令和８年 第１回 稲敷市議会臨時会



20稲敷市議会だより　第84号

発
行
：
稲
敷
市
議
会　
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
３
０
０－

０
５
９
５　
稲
敷
市
犬
塚
１
５
７
０
番
地
１　
☎
０
２
９－

８
９
２－

２
０
０
０
（
代
表
）

月6 2 日火となります。

次回定例会開会予定は

※変更になる場合があります。
●午前 10時より
●開催場所：稲敷市庁舎４階　議会議場
　（稲敷市犬塚 1570番地１）
●電話：029-892-2000（代表）

委
員
長　
　
染　
谷　
久
仁
桂

副
委
員
長　
　
鈴　
木　
正　
志

委　
　
員　
　
黒　
田　
茂　
勝

委　
　
員　
　
椎　
野　
　
　
隆

委　
　
員　
　
髙　
山　
　
　
久

委　
　
員　
　
無　
藤　
智
恵
美

稲敷市議会ホームページ スマホアプリ「マチイロ」

稲敷市議会 検索

環境にやさしい植物油インキを使用しています。
再生紙を使用しています。

　

議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
は
私
自
身
も
含
め
、
耳
触
り
の
良

い
言
葉
を
受
け
入
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
し
か
し
本
当
に
信
頼
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
強
い
言
葉
で
は
な
く
、
確
か

な
根
拠
と
積
み
重
ね
て
き
た
行
動
に
表

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

耳
の
痛
い
指
摘
に
も
向
き
合
い
、
と

き
に
は
言
い
に
く
い
こ
と
も
あ
え
て
伝

え
る
。
そ
の
姿
勢
こ
そ
が
、
時
代
が
変

わ
っ
て
も
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
条

件
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
つ
一
つ
の
課
題
に
誠

実
に
取
り
組
み
、
過
程
も
含
め
丁
寧
に

説
明
し
て
参
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
議
場
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
と
も
に
政
治
に
参
加
し
、
稲
敷
の

未
来
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
無
藤　

智
恵
美　

記
）

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受け付けています。
①受付時間は午前８時30 分から
②傍聴の予約はできません
③傍聴席は 50 席（他、報道関係８席）
　車椅子スペース３席程度
④庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います
　次回の詳しい日程については、議会事務局までお
問い合わせください。

議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

　稲敷市議会では、議会改革の一環として、会議
録への電子署名を導入しました。これまで会議録
は印刷・製本し、議長および署名議員が署名を行
うことで承認していましたが、電子署名に切り替
えることで、印刷や製本にかかるコスト削減と事
務の効率化につながります。電子署名による会議
録の承認は、全国でも３例目となります。
　当議会では、これまでに導入してきた委員会へ
のオンライン参加などとあわせ、時代に対応した
議会運営を進めています。
　なお、議会ではこうした改革と並行して、市民
生活に関わるさまざまな課題について、引き続き
活発な審議を行っていきます。

　卒業生の皆さんは、たくさんの思い出を胸に、
それぞれの新しい一歩を踏み出されることと思い
ます。
　また、新入生の皆さんも、期待と少しの緊張を
感じながら新しい学校生活を迎えることでしょ
う。
　市議会は、皆さんの毎日が実り多く、笑顔いっ
ぱいのものになるよう応援しています。
　皆さんの未来が希望に満
ちたものとなりますよう、
心よりお祝い申し上げます。

稲敷市議会議員一同

議会トピック ご卒業・ご入学
おめでとうございます

★

市議会の情報はこちらからチェック


